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１）会社紹介 2

日建設計

創業：1900年6月1日
住友本店臨時建築部

設立：1950年7月1日
日建設計工務株式会社として独立

改称：1970年7月1日
株式会社日建設計と改称

従業員数（2023年4月1日現在）
日建設計：2,291名
日建グループ全体：3,041名

継承するサイクル



１）会社紹介 ～建築設計がCO2排出量に与える影響大、最大の課題は脱炭素～ 3

• 2023年4月国立環境研究所公表データ。

• オペレーショナル カーボン OC：過去60年の設計プロジェクトの床面積と用途別原単位から算出した略算結果。
エンボディド カーボン EC：2022年度に竣工した設計プロジェクトの床面積と原単位から算出した略算結果。



２）カーボンニュートラル から ネットゼロへ ～建物の脱炭素エンボディドカーボンに注目～ 4

① 建築物のライフサイクルカーボン （ホールライフカーボン）

②-1 新築時に発生するカーボン

（アップフロントカーボン）

②新築・改修・解体時に発生するカーボン (エンボディドカーボン）
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補足情報

※ 欧米諸国の不動産分野における慣例
・カーボンニュートラル： オペレーショナルカーボン が ゼロ
・ネットゼロ ： ライフサイクルカーボン が ゼロ

出典：住宅･建築 SDGs フォーラム 第21回シンポ
ジウム
村上周三「建築分野におけるライフサイクル
カーボン問題」
https://www.ibec.or.jp/sdgsforum/doc/s
ymp_sdgs_21th_230515_doc.pdf

https://www.ibec.or.jp/sdgsforum/doc/symp_sdgs_21th_230515_doc.pdf


２）カーボンニュートラル から ネットゼロへ ～建物の脱炭素エンボディドカーボンに注目～ 5

2023/9公開 LEED v5 O+M beta版
改定のポイント ： エンボディドカーボンへの取り組み

LEED v5 でも脱炭素が大きな要素とされている。
エンボディドカーボンへの取り組みが重要。

https://www.usgbc.org/articles/us-green-building-council-
and-rmi-partner-develop-embodied-carbon-guidelines

https://www.usgbc.org/articles/us-green-building-council-and-rmi-partner-develop-embodied-carbon-guidelines


３）オペレーショナルカーボン削減の取組み ～日建設計東京ビルでの取組み～ 6

省エネ改修＋スマートビル向けデータ連携



３）オペレーショナルカーボン削減の取組み ～日建設計東京ビルでの取組み～ 7

取得ポイント

滞在場所や移動
方法の選択

1週間の
CO2排出量と削減量

1週間のCO2排出量

当日のCO2排出量

1週間の
CO2削減量

当日の
CO2削減量

期間の切替

滞在場所のCO2排出量

移動方法のCO2排出量

スマートビル向けアプリケーション『Asapp』：CO2排出量をもとに個人の行動を変えるアプリ

https://www.nikken.co.jp/ja/news
/press_release/2023_03_01.html

https://www.nikken.co.jp/ja/news/press_release/2023_03_01.html


３）オペレーショナルカーボン削減の取組み ～新会社設立～ 8

データを活用して自律的に進化し続けるスマートビルの構築に向けて「SynapSpark株式会社」を設立

建築・設備の知見 デジタルの知見

建築主
ニーズ

建築とデジタルで
社会課題を解決

建築・都市
デザイン

設備
システム

ICT
ネットワーク

アプリ
ケーション AI

https://www.nikken.co.jp/ja/news
/press_release/2023_10_25.html

https://www.nikken.co.jp/ja/news/press_release/2023_10_25.html


４）エンボディドカーボン削減の取組み ～建材・設備機器の環境情報開示の要請～ 9

©2023 Copyright. All Rights Reserved. SuMPO
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Environmental Product Declaration

• ISO14025

• i.e. LCA

• EPD SuMPO

PCR
Product Category Rule Third-party Verification

LCA
Publishing LCA Results

出典：神崎昌之「EPD,CFP をめぐる国内外動向」、IBECs 連続講座 ホールライフカーボン評価の基礎知識第3回

https://www.ibec.or.jp/zero-carbon_building/files/continue_lectures_2308-17_3th.pdf

https://www.ibec.or.jp/zero-carbon_building/files/continue_lectures_2308-17_3th.pdf


４）エンボディドカーボン削減の取組み ～建材・設備機器の環境情報開示の要請～ 10

©2023 Copyright. All Rights Reserved. SuMPO 10©2023 Copyright. All Rights Reserved. SuMPO 10
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出典：神崎昌之「EPD,CFP をめぐる国内外動向」、IBECs連続講座 ホールライフカーボン評価の基礎知識 第3回

EPD に関する連続講座第2期が開講

建材・設備のカーボン表示の拡充促進
に向けた IBECs の連続講座『ホールラ
イフカーボン評価の基礎知識 第2期』
全3回 2023/11～2024/1【無料】

https://www.ibec.or.jp/zero-
carbon_building/files/continu
e_lectures_2311-2401_2.pdf

https://www.ibec.or.jp/zero-carbon_building/files/continue_lectures_2308-17_3th.pdf

https://www.ibec.or.jp/zero-carbon_building/files/continue_lectures_2311-2401_2.pdf
https://www.ibec.or.jp/zero-carbon_building/files/continue_lectures_2308-17_3th.pdf


４）エンボディドカーボン削減の取組み ～日建設計東京ビル 改修工事での取組み～ 11

出典 :

NIKKEN JOURNAL 2023 Summer
https://www.nikken.jp/ja/dbook/nj202306/
index.html#page=25

NIKKEN JOURNAL 2023 Autumn
https://www.nikken.jp/ja/dbook/nj202309

https://www.nikken.jp/ja/dbook/nj202306/index.html#page=25
https://www.nikken.jp/ja/dbook/nj202309


４）エンボディドカーボン削減の取組み ～日建設計東京ビル 改修工事での取組み～ 12

日建設計東京ビル改修
・リユース、アップサイクル、リサイクル
・低炭素資材・木質化・自然素材・改修_長寿命
・建設廃棄物

出典 :

NIKKEN JOURNAL 2023 Summer
https://www.nikken.jp/ja/dbook/nj202306/
index.html#page=25

単位：

トン CO2／ｍ2

https://www.nikken.jp/ja/dbook/nj202306/index.html#page=25


５）Scope1-3 に加えて 削減貢献 をめざす ～建築物の脱炭素の促進･加速のために～ 13

削減貢献量（Avoided Emissions）:企業による社会全体のGHG削減への貢献を、企業の『課題解決力』として評価する

 削減貢献は「Scope1・2・3削減に取り組み、さらに社会全体のネットゼロ実現に必要な手段」である。

削減貢献量を主張するには、３つのステップをクリアする必要がある。

 不動産開発企業、建設会社ともにScope1-3は算定済み。CO2排出削減の取り組みを進めている。→ステップ１はクリア

 さらに、社会のCO2排出を回避できるソリューションを提供しよう！という考え方。→業界をあげてステップ２に取り組もう！

Scope1-3 削減貢献量

 過去との比較
 例：ZEBを建設し使用エネルギーを減らせ
たため2020年度比Scope3を削減できた

 同一の期間で比較
 例：高性能の断熱材で省エネ
に貢献した

既存製品

排
出
量

自社製品
削減貢献量

同一の期間で比較

20xx年 ～ 20yy年

ステップ１ ステップ２

最新の気候科学に即したScope1、2、3排出量

の算定と、削減目標の設定を開示すること。

提供するソリューション は、最新の気候科学お
よび周知の情報に即した脱炭素効果を持ち、
かつ化石燃料の採掘、生産や流通と直接関

係しないこと。

削減貢献量の正当性の確認。
直接かつ顕著な脱炭素効果を
持つこと。

ステップ３

適格性が保証された
「削減貢献」の主張

✔

ここを、新規設置の 検討会 で調査・検討！

ステークホルダーが多い建築物において各社が

取り組める削減貢献の活動の検討を進める。

➡2024年末「建築物における削減貢献量ガイダンス」

（案）の作成を目指す。

（図出所） みずほリサーチ＆テクノロジーズ作成

2024年 １月～３月 ４月 ～12月
検討会
● ● ●

準備




